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 ２７日（金）の全校参観日、5 校時は 6 年生による最後の演奏となるＳＢ移杖式がありました。５

類移行後の春から本格的に取り組み、運動会・音楽大行進・音楽発表会と、様々な行事で演奏を披露

してきました。経験を積むごとに完成度も高くなっていきました。フィナーレを飾るにふさわしい真

剣な表情からも皆さんに感動を与える演奏となったのではないでしょうか。６年生も大きな拍手をも

らい、また一つ自信をつけたことと思います。これまで応援をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

  １日（水） 児童会             

  ２日（木） 朝会（児童会役員認証式）    

  ３日（金） 富良野市小中学生作品展（市役所） 

  ６日（月） 高齢者ふれあいの集い（2 年生） 

  ７日（火） 歌声集会 

  ９日（木） 薬物乱用防止教室（６年生） 

 １０日（金） 児童会 

１５日（水）～１７日（金） 

       教育相談期間（４時間授業） 

       ＳＢ放課後練習（５年生） 

２１日（火） 未来づくりフォーラム（６年生） 

２２日（水） 人権教室（5 年生） 

３０日（木） 山部小との交流学習（５・６年生） 

校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

「小中学生の歌声に感動しました。」過日、４年ぶりに小中音楽発表会の「全体合唱」が復活し、

「絆プロジェクト」によって制作された「絆のハーモニー♪」が初披露され、いろんな方面から賞

賛の声が届いています。７月に発足した本プロジェクトに関わってきた者として、感無量という言

葉しかありません。 

曲の制作は７月中旬に始まりました。コンセプトとして、次のような思いを抱いていました。 
 

コロナ禍で様々なことが奪われた子どもたち。距離・黙食・行事縮小により交流や活躍の場が失

われたり、マスクの着用で素顔でのコミュニケーションができなかったりなど、日々ときめく学童

期・青年期で、寂しい思い・空しい思いもしたと思います。３年間はあまりに長すぎました。肩を

寄せ合いながら歌う、そんな当たり前がなつかしく感じるほどです。しかし、この３年間で、例え

ば、みんなでじゃれ合ったりふざけ合ったりする「当たり前」がどれだけありがたいことかを再確

認しました。これからは、できることがたくさん！きらめく未来が待っている！かけがえのない

「今」を大切にしながら困難を乗り越えていくことのできる「ふらのっ子」であってほしい。 
 

このコンセプトを軸に、市内小中学生から募集した言葉～「富良野・ラベンダー・乗り越える・

絆・へそ祭り・助け合う・なかよし・やさしい・思いやり・友だち・・・」～を紡ぎ、歌詞と同時

にメロディラインを固めていきました。 

夏休み中、ＤＴＭ（鍵盤を弾いて音を重ねていくアプリでの曲づくり）でオケ制作を進めながら、

合唱パートづくりも行いました。樹海：大津先生（音楽発表会当日はピアノ伴奏を担当）によって、

自分には思いつかない斬新なフレーズが加わり、アルト・テノールパートが練り上がっていきます。

それと同時に、ＰＣ上での楽譜作成を扇山小：石谷先生（音楽発表会当日は指揮を担当）が行い、

ピアノ伴奏を含め、各パートの音符一つ一つが確実に出来上がっていきました。 

２学期開始直後は、実際に子どもたち（富良野西中：吉武先生が募集してくれた生徒）の歌声を

パートごとに録音し、それらをミックスし各校での練習に使える「作品」として完成させました。

その録音風景は新聞「北海道新聞富良野版１０月１４日付」でも紹介されたところです。 

さて、１１月７日（火）、本校において「歌声集会」が４年ぶりに開催となります。子ども達の

歌声が完全復活！です。実に感慨深いものがあります。歌のうまい下手は関係ありません。歌う喜

びを味わいながら、心を込めて歌う子どもたちの姿そのものに大きな意味があります。ご都合のつ

く方は、各学年の「生の歌声」「笑顔の子ども達」をご鑑賞ください。なお、最高学年の６年生は

「絆のハーモニー♪」を２部合唱で歌ってくれることになっています。私も楽しみでたまりません。 

 

  

 ６日（金）、４年生が防災教室を行いました。開

発局や市役所の方にゲストティーチャーとして来

校いただき、行政がどのような防災対策を行ってい

るか教えていただきました。実際に体育館で段ボー

ルベッドをつくるなど避難所設営体験も行いまし

た。子ども達は、各グループで協力し合い、手際よ

く組立作業を行うことができ、予定にはなかったテ

ント設営も行いました。 

 今後も、協力し合いながら行動 

することが、命を守ることにもつ 

ながることを学んでいきます。 

【父母と先生の会より】 

  

２３日（月）から２５日（水）の3 日間、

鉄材回収を行いました。多くの皆様から

鉄材を提供していただきました。フライ

パンやガスコンロも多かったですが、自

転車は 50 台ほど集まりました。今週、

業者の方に引き取りに来ていただきます

ので、収益につきましては、後日お知ら

せいたします。 

みなさんの 

ご協力に感謝 

申し上げます。いました。 

 

 

 ５日（木）に、メセナ事業として、あべ弘士

さんによる特別授業を開催しました。アザラ

シや象の裏話やクイズをはじめ、ウサギや猿

の描き方を教わった２年生は、動物絵本作家

ならではの話や技に大喜びでした。最後には、

絵本「ふたごのしろくま」が作られる前のスケ

ッチを紹介してくれました。ご本人による読

み聞かせで、子ども 

達は想像を膨らませ 

ながら、ほんわかな 

気持ちになりました。 


